
6.14 元気話．最大素数発見！

6.14.1 2016年

2016年 1月 24日の朝日新聞に最大素数が更新されたというニュースが載りました。

6.14.2 2013年

素数探索プロジェクト「GIMPS(Great Internet Mersenne Prime Search)」は 2013年 2月 5

日 (米国時間)，新たな最大素数が発見されたと発表しました。その数とは

257885161 − 1 = 581887 · · · · · · 285951︸ ︷︷ ︸
約 1700 万桁

です。桁数は 1700万以上にもなります。1頁あたり 80字×40行で，約 5000頁以上の本がで
きます。
New Scientistによれば，最大の素数が更新されたのは 4年ぶりの快挙です。セントラル・ミ
ズーリ大学のカーティス・クーパー博士がGIMPSの一環として発見しました。
今回見つかった素数は，メルセンヌ素数のひとつです。メルセンヌ素数とは，2n−1の形で表
現でき，nも素数であるような素数のことです。New Scientistでは次のように説明しています。

新しい素数は 1700万桁以上あり，今までに見つかったメルセンヌ素数としては 48個
目，GIMPSが発見したものとしては 14個目である。これが発見される前の最大素数
であった 243112609 − 1を発見したのもGIMPSだったが，この素数の桁数は 1300万以
下だった。現在見つかっている素数のうち，最大の 10個はすべてGIMPSが発見した
メルセンヌ素数である。今回の発見の前にメルセンヌ素数が発見されたのは 2009年
だったが，それは 2008年に発見されたものよりは小さい数だった。GIMPSプロジェ
クトは，今回の 48番目を含め，これまでに 14個のメルセンヌ素数を発見している。

前回の発見は 2009年 4月，GIMPSの規定により，発見者のクーパー博士には 3, 000ドルの
賞金が授与されるそうです。
素数は理論上は無限にあるものの，それを見つけるためには大変な労力とコンピューター処
理能力が必要です。GIMPSではプロジェクト参加者の余剰のコンピューターパワーを使うな



どしてメルセンヌ素数を探し続けていますが，新たな発見があるたびに次の発見は難しくなり
ます。なのでこの次の大きな素数発見は，もうしばらく先になるそうです。
GIMPSのウェブサイトによると，この数字が素数であることを確認するために，クーパー博
士のコンピューターは 39日間連続で計算を行ったが，さらにいくつかの異なるソフトウェアと
ハードウェアを使っても確認されたとありました。

32コアのサーヴァーは，「Mlucas」というプログラムを利用して素数であることを確認するのに 6日間を要した。「CUDALucas」

プログラムと NVIDIA 製グラフィックスカード「GeForce GTX 560 Ti」を使った確認は 7.7 日間を要し，「GIMPS」ソフト

ウェアを使用するインテル製 CPU「Core i7」は 4.5日間を要した (Mlucasや CUDALucasは，素数判定法の「リュカ-レーマー

テスト (Lucas-Lehmer primality test)」を行うプログラム)。
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